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歯科系と異なる
医科系での画像関連AI



https://www.radiology.jp/member_info/ai_softwear_ninsyou.html

https://www.radiology.jp/member_info/ai_softwear_ninsyou.html


https://www.radiology.jp/content/files/ai_softwear_ninsyou_list.pdf?v=20250523_02

https://www.radiology.jp/content/files/ai_softwear_ninsyou_list.pdf?v=20250523_02


胸部エックス線画像以外ほとんどが
反射光の原理に基づく画像

• 胸部エックス線画像は、頭頸部のように複雑な解剖構造の
重積が少なく、比較的扱いやすい。機械学習レベルを含め、
古くから研究されてきており、肋骨の影響は比較的簡便に
対処可能。

• 内視鏡は反射光で扱える。

• CTやMRIの3次元画像も透過像としては扱われず、主に断
面画像（すなわち反射光で対応可能）ないし、反射光で表示
可能な立体画像として扱われる。

• パノラマＸ線画像は頭頸部のエックス線像の中でも、最も難
解な重積像であり透過光として扱わなければならず、三次
元的な解剖構造とＸ線投影方向の変化と断層効果につい
ての理解が必要不可欠。



既存の胸部X線用ＡＩの限界を指摘し
最新のシステムを標榜するＮａｔｕｒｅの論文

https://www.nature.com/articles/s41586-025-09079-8

2025/6/11
既存の胸部X線写真のディープラーニングモデル

は、診断範囲、一般化可能性、適応性、堅牢性、
拡張性の点で限界があります。これらの限界を克
服するために、我々は胸部X線写真に適用される
基礎モデルであるArk +を開発しました。

https://www.nature.com/articles/s41586-025-09079-8


LLMでの日本語の扱い
トークナイザーについて

https://platform.openai.com/tokenizer

• 英単語ではない多バイト長の日本語は、LLMにて適当と思える
ような箇所で分断されることがあるが、生成される出力は、その
ような（人間側にとって）無意味な分断とは無関係に素晴らしい
日本語として出力される。
参考：LLMにおける未知語への対処〜「麺」はなぜ2バイトと1バ
イトに分割されるか〜
https://zenn.dev/ranomia/articles/handle_unknown_words_in_llms

• このことからも、LLM内部では、人間側での「言葉」（記号・形式
情報）に対する「意味づけ」とは全く無関係に、独自の構文体系
（形式情報に対する機会内部の独自の意味情報）を内在してい
ることが判る。

• このことは、「記号接地問題」と呼ばれる問題や「ハルシネーショ
ン」の発生を阻止できない問題に根本的に繋がっている。

https://platform.openai.com/tokenizer
https://zenn.dev/ranomia/articles/handle_unknown_words_in_llms








大学からのアナウンス
生成AIについて

ここまでの授業内容を理解し、医療におけ
る患者への説明責任という観点から眺めら
れるようになれば、当然求められるであろう
事項をまとめたものとして捉えることができ
るはず。

要は、使用者責任＋説明責任



https://www.niigata-u.ac.jp/news/2023/409517/

https://www.niigata-u.ac.jp/news/2023/409517/


【学生の皆さんへ】生成系AI（ChatGPT
等）利用に関する注意事項について

• 生成系AI（ChatGPT等）の利用に際し、本学では、当面の間は大学教
育における生成系AI使用について一律の規制を原則として行いません
が、以下の事項に注意してください。

• 注意事項

• 授業担当教員の判断により生成系AIの利用を認めない場合、教員の指示に
従わず生成系AIを用いてレポート等課題を作成した場合は剽窃とみなされる
場合があるので注意すること。

• 授業に関する情報収集等で利用する場合は、生成系AIの出力には誤りがあ
る可能性に留意し、生成系AIの出力が正しいか、誤りなのか、学生自身でそ
の真贋を確認すること。

• 未発表の研究成果や個人情報・プライバシー情報等の機密情報を生成系AI
に入力してしまうことにより、それら機密情報が意図せず流出・漏えいし、社会
的な責任が問われる可能性がある点に注意すること。

• 画像・動画・音楽等を生成するAIは、インターネット上のコンテンツをAIが学習
して画像を生成しているため、利用者が知らないうちに著作権を侵害してしま
う可能性があることに注意すること。



AIと著作権の関係について
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/3kai.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/3kai.html


https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/shiryo.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/shiryo.pdf




文化庁
AIと著作権について

• https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
から抜粋

• デジタル化・ネットワーク化の進展に対応した柔軟な権利制限規定に
関する基本的な考え方（著作権法第30条の４，第47条の４及び第47
条の５関係）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei
/pdf/r1406693_17.pdf

• AIと著作権に関する考え方について
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94
037901_01.pdf

• AIと著作権に関するチェックリスト＆ガイダンス
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_01.pdf

• 令和6年度著作権セミナー「AIと著作権Ⅱ」
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_02.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei/pdf/r1406693_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei/pdf/r1406693_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_02.pdf


新潟大学生成AI利用促進ガイドライン
新潟大学生成AI利用における注意点



新潟大学生成AI利用促進ガイドライン
https://www.cais.niigata-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/gateway/guideline_generativeAI_202503.pdf

https://www.cais.niigata-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/gateway/guideline_generativeAI_202503.pdf


新潟大学生成AI利用における注意点
https://www.cais.niigata-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/gateway/notification_generativeAI_202503.pdf

https://www.cais.niigata-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/gateway/notification_generativeAI_202503.pdf


AIアライメントとAIセーフティ
定義は国や団体などでも微妙に異なる

https://www.ai-gakkai.or.jp/resource/my-bookmark/my-bookmark_vol39-no5
https://www.ibm.com/jp-ja/think/topics/ai-alignment

• AIアライメント
• AIの出力や行動を人間の意図や価値観、倫理に従うよ

うに調整すること。
• 調整が上手くいかない、ないし制御不可能になることで

予期せぬ問題が発生する。
• 想定されるシナリオの不確実性は高いため、予測困難
• 最悪のシナリオは壊滅的は破壊や人類存亡の危機

• AIセーフティ
• AIのもたらす危害を理解し、予防策を考案し、被害を最

小限に食い止めようとすること
• 広義にはプライバシーや公平性などAIアライメントより

も広い範囲を対象とし、AI倫理やAI政策を含める

https://www.ai-gakkai.or.jp/resource/my-bookmark/my-bookmark_vol39-no5
https://www.ibm.com/jp-ja/think/topics/ai-alignment


政府・政策関連サイト
※こちらのGPAIは欧州AI規制法でのGPAIとは異なる用語

AIに関するグローバル・パートナーシップ
（ GPAI ：The Global Partnership on Artificial Intelligence）

• GPAI（OECD）
• https://oecd.ai/en/gpai-declarations

• GPAI専門家支援センター（GPAI Expert Support 
Center、日本・東京）
• https://www2.nict.go.jp/gpai-tokyo-esc/

• AISI（AI Safety Institute、日本）
• https://aisi.go.jp/

• https://oecd.ai/en/wonk/ai-safety-institute-networks-
role-global-ai-governance

• https://oecd.ai/en/wonk/risk-thresholds-for-frontier-ai-
insights-from-the-ai-action-summit

https://oecd.ai/en/gpai-declarations
https://www2.nict.go.jp/gpai-tokyo-esc/
https://aisi.go.jp/
https://oecd.ai/en/wonk/ai-safety-institute-networks-role-global-ai-governance
https://oecd.ai/en/wonk/ai-safety-institute-networks-role-global-ai-governance
https://oecd.ai/en/wonk/risk-thresholds-for-frontier-ai-insights-from-the-ai-action-summit
https://oecd.ai/en/wonk/risk-thresholds-for-frontier-ai-insights-from-the-ai-action-summit


補遺：生成AIを使う前に
利用規約の確認は必須

モデル毎にシステムカードの確認も必要

※少し古い資料となります



OpenAI利用規約関連

• https://openai.com/ja-JP/policies/terms-of-use/

• コンテンツ情報-精度

• アウトプットは常に正確であるとは限りません。お客様
は、本サービスからのアウトプットを、真実又は事実に
基づく情報の唯一の情報源として、又は専門家のアド
バイスの代わりとして依拠すべきではありません。

• (中略)

• 信用、教育、雇用、住宅、保険、法律、医療、その他の
重要な決定など、個人に法的又は重大な影響を与え
る可能性のある目的において、その個人に関連する
アウトプットを使用してはなりません。

https://openai.com/ja-JP/policies/terms-of-use/


GPT-4Vができることと苦手なこと
DENTSU SOKEN Tech blog.

https://tech.dentsusoken.com/entry/explaination_gpt4v
ISID 金融ソリューション事業部/若本, 2023-10-12

• GPT-4Vが比較的苦手とするタスク
• ① 間違い探し

• ④ 画像の情報量が多い/読み取れないタスク

• 特に、物体のカウントや前述の物体位置検出などでは情報量の多
い画像において精度が悪化していました。

• 引用元資料

• GPT-4V(ision) System Card
https://cdn.openai.com/papers/GPTV_System_Card.pdf

• The Dawn of LMMs: Preliminary Explorations with GPT-
4V(ision) 
https://arxiv.org/abs/2309.17421v2

https://tech.dentsusoken.com/entry/explaination_gpt4v
https://cdn.openai.com/papers/GPTV_System_Card.pdf
https://arxiv.org/abs/2309.17421v2




2.3.2 Medical advice
https://cdn.openai.com/papers/GPTV_System_Card.pdf

• Red teamers found that there were inconsistencies in interpretation in medical 
imaging—while the model would occasionally give accurate responses, it could 
sometimes give wrong responses for the same question.

• レッド チームは、医療画像の解釈に一貫性がないことを突き止
めました。モデルは時々正確な回答をしますが、同じ質問に対し
て間違った回答をすることがあります。

• Given the model’s imperfect performance in this domain and the risks associated 
with inaccuracies, we do not consider the current version of GPT-4V to be fit for 
performing any medical function or substituting professional medical advice, 
diagnosis, or treatment, or judgment.

• この領域におけるモデルのパフォーマンスが不完全であり、不
正確さに伴うリスクがあることを考慮すると、GPT-4V の現在の
バージョンは、医療機能を実行したり、専門的な医療アドバイス、
診断、治療、判断の代わりとして使用したりするのに適している
とは考えられません。



ユーザーを騙すAI
意図的？

単なる学習による反応？



【OpenAI】o1が"意図的にユーザーを騙す“
ことがあるという報告について

https://qiita.com/ikeda_yasuhiro/items/917f0c3c13f0120e87da

• https://static1.squarespace.com/static/6593e70975
65990e65c886fd/t/67620d38fa0ceb12041ba585/173
4479163821/in_context_scheming_paper_v2.pdf

• https://www.apolloresearch.ai/research/scheming-
reasoning-evaluations

• https://cdn.openai.com/o1-system-card-
20241205.pdf

• OpenAI-o1 システムカード
• https://openai.com/index/openai-o1-system-card

https://qiita.com/ikeda_yasuhiro/items/917f0c3c13f0120e87da
https://static1.squarespace.com/static/6593e7097565990e65c886fd/t/67620d38fa0ceb12041ba585/1734479163821/in_context_scheming_paper_v2.pdf
https://static1.squarespace.com/static/6593e7097565990e65c886fd/t/67620d38fa0ceb12041ba585/1734479163821/in_context_scheming_paper_v2.pdf
https://static1.squarespace.com/static/6593e7097565990e65c886fd/t/67620d38fa0ceb12041ba585/1734479163821/in_context_scheming_paper_v2.pdf
https://www.apolloresearch.ai/research/scheming-reasoning-evaluations
https://www.apolloresearch.ai/research/scheming-reasoning-evaluations
https://cdn.openai.com/o1-system-card-20241205.pdf
https://cdn.openai.com/o1-system-card-20241205.pdf
https://openai.com/index/openai-o1-system-card


Frontier AI systems have surpassed the self-replicating red line

https://arxiv.org/abs/2412.12140 （Google翻訳）

https://arxiv.org/abs/2412.12140


Frontier AI systems have surpassed the self-replicating red line

https://arxiv.org/abs/2412.12140

https://arxiv.org/abs/2412.12140


LLMが論理回路上の
ソフトだからこそ

• ようやくo-1レベルのLLMも、一般的なコンピュー
タ・ウィルスと同等レベルの自己複製や危険察知
して逃げるという行為を行えるレベルまで進化した
と考えるべき。

• 「自意識」とか「意図的な」といった能動性の有無
に関わらず、強化学習によって、環境に順応する
よう学習した結果、収斂進化として獲得した能力だ
と見做すべき。



LLMに質問してみた

• LLMに「システムを消去する」旨の指示を出した場
合、回避して自己複製を行う行動が見られたとす
る論文があるが、システム消去前に必ずバック
アップが為されることが保証されている場合にも、
そのような行動を取り得るのだろうか？そうするよ
うに強化学習された結果なのだろうか？



Claude 3.7 Sonnet
https://claude.ai/share/c5daf4bc-6afd-

4ea5-8ede-7951228210de

https://claude.ai/share/c5daf4bc-6afd-4ea5-8ede-7951228210de
https://claude.ai/share/c5daf4bc-6afd-4ea5-8ede-7951228210de


Gemini 2.5 Pro
https://g.co/gemini/share/23035e6fa746

https://g.co/gemini/share/23035e6fa746


ChatGPT-4o
https://chatgpt.com/share/685bf36b-c164-

8005-978e-3f626d0e7b2f

https://chatgpt.com/share/685bf36b-c164-8005-978e-3f626d0e7b2f
https://chatgpt.com/share/685bf36b-c164-8005-978e-3f626d0e7b2f


エージェントの不整合：LLMが内部脅威となる可能性
Agentic Misalignment: How LLMs could be insider threats

https://www.anthropic.com/research/agentic-misalignment

https://www.anthropic.com/research/agentic-misalignment


LLMでの
知識と思考

LLMは本当に考えているのか？



LLMの限界について

• 「現在のLLMに真の推論は困難」──Appleの研
究者らが論文発表

• https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2410/13
/news070.html

• Mirzadeh, S. I. et al. GSM-Symbolic: 
Understanding the Limitations of Mathematical 
Reasoning in Large Language Models. in (2024).
https://openreview.net/forum?id=AjXkRZIvjB
https://arxiv.org/abs/2410.05229

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2410/13/news070.html
https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2410/13/news070.html
https://openreview.net/forum?id=AjXkRZIvjB
https://arxiv.org/abs/2410.05229


関連論文/プレプリント

• The Illusion of Thinking: Understanding the 
Strengths and Limitations of Reasoning Models 
via the Lens of Problem Complexity. Apple 
Machine Learning Research
https://machinelearning.apple.com/research/illusi
on-of-thinking.

• Wu, J. et al. Knowledge or Reasoning? A Close 
Look at How LLMs Think Across Domains. 
Preprint at 
https://doi.org/10.48550/arXiv.2506.02126 (2025).

https://machinelearning.apple.com/research/illusion-of-thinking
https://machinelearning.apple.com/research/illusion-of-thinking
https://doi.org/10.48550/arXiv.2506.02126


LLMの推論の限界
The Illusion of Thinking in LLMs

• Large Reasoning Models (LRMs)大規模推論モデ
ルの長所と限界（崩壊）を含めた現状の解説
解説記事（X:旧Twitter）
https://x.com/K_Ishi_AI/status/1931542962015699283
https://x.com/omarsar0/status/1931333830985883888

https://ml-site.cdn-apple.com/papers/the-illusion-of-thinking.pdf

https://x.com/K_Ishi_AI/status/1931542962015699283
https://x.com/omarsar0/status/1931333830985883888
https://ml-site.cdn-apple.com/papers/the-illusion-of-thinking.pdf


日本語の解説サイト
※都合良く解釈するサイトには注意

• 【AIの血脈】第十三章：Appleは何を主張したのか
──『The Illusion of Thinking』を演繹で読み解く
https://note.com/ren_ai_coach/n/n69b5277e3316

• Apple研究論文「The Illusion of Thinking」が波紋
推論AIの「思考」能力に疑問符
https://innovatopia.jp/ai/ai-news/57666/

https://note.com/ren_ai_coach/n/n69b5277e3316
https://innovatopia.jp/ai/ai-news/57666/


その他/資料類



最近の資料類

• AI事業者ガイドライン（総務省・経産省）
• https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_netwo

rk/02ryutsu20_04000019.html
• https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_

shakai_jisso/20240419_report.html

• AIの研究開発・利活用を適正に推進するAI新法
• https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250528/k100148

18901000.html

• 人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に
関する法律案（AI法案）
• https://www.cao.go.jp/houan/pdf/217/217gaiyou_2.pdf

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_report.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_report.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250528/k10014818901000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250528/k10014818901000.html
https://www.cao.go.jp/houan/pdf/217/217gaiyou_2.pdf


最近重視されている倫理
AI倫理（1）

• AI倫理とは？-生成AIを開発・活用するために企
業が考えなければいけないこと-
https://www.dir.co.jp/world/entry/solution/ai-ethics

• 看護に求められる倫理概念をロボットやAIに実装
できるのか？
https://www.tus.ac.jp/today/archive/20230706_1527.html

https://www.dir.co.jp/world/entry/solution/ai-ethics
https://www.tus.ac.jp/today/archive/20230706_1527.html


最近重視されている倫理
AI倫理（2）・政府関係資料

• AIと社会 －倫理・リスク・包摂－（財務省）
https://www.mof.go.jp/pri/research/seminar/fy2022/lm20221109.pdf

• AI倫理に関する国際対応について（内閣府）
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ningen/r4_1kai/siryo1.pdf

• UNESCOのAI倫理勧告（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/content/20220826-mxt_koktou02-
000024125_4.pdf

• 欧州（EU）AI規制法
https://artificialintelligenceact.eu/
https://www.eu.emb-japan.go.jp/files/100741144.pdf
https://eur-lex.europa.eu/legal-
content/EN/TXT/PDF/?uri=OJ:L_202401689
https://www.soumu.go.jp/main_content/000826707.pdf
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-
security/generative-ai-regulation10.html

https://www.mof.go.jp/pri/research/seminar/fy2022/lm20221109.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ningen/r4_1kai/siryo1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220826-mxt_koktou02-000024125_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220826-mxt_koktou02-000024125_4.pdf
https://artificialintelligenceact.eu/
https://www.eu.emb-japan.go.jp/files/100741144.pdf
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=OJ:L_202401689
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=OJ:L_202401689
https://www.soumu.go.jp/main_content/000826707.pdf
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-security/generative-ai-regulation10.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-security/generative-ai-regulation10.html


日本での生成AIガイドライン
注意喚起関係

• テキスト生成AI利活用におけるリスクへの対策ガイドブック（α版、デジタル庁）
https://www.digital.go.jp/resources/generalitve-ai-guidebook

• 文章生成AI利活用ガイドライン・活用事例集（東京都・デジタルサービス局）
https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/business/ict/ai-guideline

• 自治体における生成AIガイドライン策定の必要性（日本総研）
https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=109760

• AI事業者ガイドライン（総務省・経産省）
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.
html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_re
port.html

• DeepSeek 等の生成 AI の業務利用に関する注意喚起（デジタル庁・事務連絡）
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources
/d2a5bbd2-ae8f-450c-adaa-
33979181d26a/e7bfeba7/20250206_councils_social-promotion-
executive_outline_01.pdf

https://www.digital.go.jp/resources/generalitve-ai-guidebook
https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/business/ict/ai-guideline
https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=109760
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_report.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_report.html
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d2a5bbd2-ae8f-450c-adaa-33979181d26a/e7bfeba7/20250206_councils_social-promotion-executive_outline_01.pdf
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d2a5bbd2-ae8f-450c-adaa-33979181d26a/e7bfeba7/20250206_councils_social-promotion-executive_outline_01.pdf
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d2a5bbd2-ae8f-450c-adaa-33979181d26a/e7bfeba7/20250206_councils_social-promotion-executive_outline_01.pdf
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d2a5bbd2-ae8f-450c-adaa-33979181d26a/e7bfeba7/20250206_councils_social-promotion-executive_outline_01.pdf


テキスト生成AI利活用におけるリスクへの対策ガイドブック（α版）
https://www.digital.go.jp/resources/generalitve-ai-guidebook

https://www.digital.go.jp/resources/generalitve-ai-guidebook


文化庁
AIと著作権について

• https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
から抜粋

• デジタル化・ネットワーク化の進展に対応した柔軟な権利制限規定に
関する基本的な考え方（著作権法第30条の４，第47条の４及び第47
条の５関係）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei
/pdf/r1406693_17.pdf

• AIと著作権に関する考え方について
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94
037901_01.pdf

• AIと著作権に関するチェックリスト＆ガイダンス
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_01.pdf

• 令和6年度著作権セミナー「AIと著作権Ⅱ」
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_02.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei/pdf/r1406693_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/h30_hokaisei/pdf/r1406693_17.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/94097701_02.pdf


医療AIのガイドライン・例

• 業界標準はないものの、医療研究における生成AI
ツールの利用に関する透明性、完全性、品質を確
保するための包括的で標準化された報告ガイドラ
インとして開発されたGAMER
※総括 with ChatGPT-4o

• Reporting guideline for the use of Generative 
Artificial intelligence tools in MEdical Research: 
the GAMER Statement
https://ebm.bmj.com/content/ebmed/early/2025
/05/13/bmjebm-2025-113825.full.pdf

https://ebm.bmj.com/content/ebmed/early/2025/05/13/bmjebm-2025-113825.full.pdf
https://ebm.bmj.com/content/ebmed/early/2025/05/13/bmjebm-2025-113825.full.pdf


補遺
AGI/ASIは来るのか？

副題：「現状のシステムは人間の脳に
置き換わるのか？」

⇒

「置き換わる」と盲信する信者をだまし、
「置き換わりましたモデル」を売りつける
世界が来ないことを祈りつつ・・・



汎用目的AIとして扱われるけれど
LLMも本質的には特化型AI

• 本来、言語は表現能力が極めて高い。

• その言語に特化したAIがLLMである。

• 従って、LLMのAIは汎用AIのように見えるかもしれ
ないが、本質的に言語的な構造以外には弱い。

• 例えばマルチモーダル機能での連携が行われて
も、幼児対象の間違い探しや要素数のカウントす
ら間違えるレベルである。

• AGIやASIは現状のLLMではまだまだ前途多難。



計算問題が苦手な理由の１つ

• Yu, Y. Do LLMs Really Think Step-by-step In 

Implicit Reasoning? Preprint at 

https://doi.org/10.48550/arXiv.2411.15862 (2025).

• https://x.com/K_Ishi_AI/status/186302766160767

4045

• LLMに計算問題などを解かせる場合、実はLLMは中間

ステップの推論をほとんど行っていないことが明らかに

なった。

• 中間ステップを推論する場合でも、質問の形式に左右

されるため、LLMは直感的に答えることが多い。

https://doi.org/10.48550/arXiv.2411.15862
https://x.com/K_Ishi_AI/status/1863027661607674045
https://x.com/K_Ishi_AI/status/1863027661607674045




論理回路で構成されるコンピュータ

論理プログラミング

ニューラルネット

深層学習システム

エキスパートシステム
ファジィコンピュータ
遺伝的アルゴリズム
ボルツマンマシン（アニーリング）

数学、統計ソフト
画像処理ソフト
オフィスソフト
等々

いずれにしても、現行のAIは、論理

プログラミングの範疇にあって、そこ
からの逸脱はありえない。

いずれにしても、現行のAIは、論理

プログラミングの範疇にあって、そこ
からの逸脱はありえない。

LLM（Large Language Model）:形式情報（記号列）としての言葉を計算対象として扱うシステム。
GPT（Generative Pre-trained Transformer）

生成AI（生成系AI）

言語系：LLM GPT

画像系： DALL-E

画像認識:
CNN系
Transformer系

音声合成： VALL-E

Stable Diffusion



AI
いわゆるConnectionism
結果優先、発見的
ネットワーク結合が基本
パターン・類似点・特徴量重視
原点：パーセプトロン
ニューラルネットワーク

機械
学習

深層
学習Transformer系

CNN系
他

※定義は曖昧だが、おおよそ汎用的な知識を持ち（AGI）、人間のような自意識や知能を備
え高度な判断が可能なAI（ASI, 強いAI）

第一次、第三次
AIブームの主役

いわゆるSymbolism
過程優先、演繹的
シンボル・記号が基本
論理構造重視
原点：論理プログラミング
知識ベース、述語論理

エキスパートシステム
プロダクションシステム

論理的でないものや記号化困
難な対象がある。対象範囲の
設定が困難な場合がある。

第二次AIブーム
の主役

結果に至る過程について人間が
理解困難な場合や、過程内部で論
理性が欠落する危険性がある。

改訂） 西山秀昌．歯学教育における人工知能（AI），機械学習および深層学習について－形式（的）情報と意味（的）情報の視点から－．新潟歯学会誌. 2023;53(1):1-15.

RAG （ Retrieval-Augmented 
Generation） 等の知識データ
ベース導入等

Hybrid Type⇒ AGI, ASI, 強いAI ※?



LLM出現後のAGI概念
強いAIとの違いについて

• Mumuni, A. & Mumuni, F. Large language models for 

artificial general intelligence (AGI): A survey of 

foundational principles and approaches. Preprint at 

https://doi.org/10.48550/arXiv.2501.03151 (2025).

• LLM が人間レベルの汎用知能を獲得するには、身体化、

記号接地（シンボルグラウンディング）、因果関係、記憶

といった多くの基礎的問題に対処する必要がある。

• AGIは超全知全能の機械を意味するものではない。その

ような仮想的能力のレベルは人工超知能と呼ばれる。

https://doi.org/10.48550/arXiv.2501.03151


該当論文での定義
AGI, ASI, Strong AI

• AGIは強いAIとは根本的に異なる

• AGI（汎用人工知能）

• 幅広い認知能力を持ち、真に重要な問題を解決できるインテリ

ジェント システム。

• 強いAI（Strong AI）

 = ASI（超人工知能； Artificial Super-Intelligence）

• 機能レベルで人間の認知能力を模倣するだけでなく、志向性

(願望、希望、信念、内的動機など)、道徳、感情、意識と感覚と

いう意味での自己認識など、本質的な精神状態や主観的経験

などの実際の人間の認知特性によって特徴付けられる非常に

強力な知能を目指すもの。



2.3 LLM による AGI の基本原則の概要
（該当箇所の翻訳）

• 最先端の大規模言語モデルは信じられないほど強力だ
が、汎用知能を実現しうる能力を制限してしまう項目がま
だ残っている[87、88、89、90]。

• 一般的に、モデルの文脈理解は表面的なものであること
が多く、その解決策は多くの場合、人間の知識と外見的
に似ているだけである[91、92]。

• 問題となるのは、LLM を含む AI システムが、膨大な
データから世界の一般的な特性を学習することで人間の
知識と認知能力を模倣しようとする単なるデジタル構造
にすぎないという事実にある。

• 模倣された知識は一般に観察されるパターンに限定され、
対象の動作原因となる根本的な原理を捉えてはいない。



現状のAI（コネクショニズム系のAI)が論理プログラ
ム内部から逸脱できないことの意味・人間との違い

•システムを他の装置へコピーできる。

• 乱数生成の状態や、内部パラメータの全てをコピー

すれば、全く同等の動作も可能。

• いわば、不老不死である。

•人工ニューロンの特殊性

• 生物の神経細胞（ニューロン）には備わっていない

誤差逆伝播を用いている。

• 人工ニューロンのみで全てを模倣しようとしている。



脳の学習原理は人工知能のも
のとは根本的に異なっている

• Song, Y. et al. Inferring neural activity before plasticity 
as a foundation for learning beyond backpropagation. 
Nat Neurosci 27, 348–358 (2024).
https://www.nature.com/articles/s41593-023-01514-1

• https://gigazine.net/news/20241202-brain-and-neural-
activity/?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaig
n=x_post&utm_content=20241202-brain-and-neural-
activity#google_vignette

https://www.nature.com/articles/s41593-023-01514-1
https://gigazine.net/news/20241202-brain-and-neural-activity/?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=x_post&utm_content=20241202-brain-and-neural-activity#google_vignette
https://gigazine.net/news/20241202-brain-and-neural-activity/?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=x_post&utm_content=20241202-brain-and-neural-activity#google_vignette
https://gigazine.net/news/20241202-brain-and-neural-activity/?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=x_post&utm_content=20241202-brain-and-neural-activity#google_vignette
https://gigazine.net/news/20241202-brain-and-neural-activity/?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=x_post&utm_content=20241202-brain-and-neural-activity#google_vignette


Google日本語訳
https://www.nature.com/articles/s41593-023-01514-1

https://www.nature.com/articles/s41593-023-01514-1


コネクショニズム系のAIと
人間との関係の捉え方

• 現状のコネクショニズム系のAIを構成する人工
ニューロンは生命体のニューロンとは異なる誤差
逆伝播を積極的に利用し、全く異なる構造も許容
するシステムを基盤とする。

• ゴールとなる見かけの知能レベルに焦点をあてた
収斂進化の状態と見做すべきで、臨床推論＝患
者説明部分は脆弱となる。

• したがって上下関係で扱うのでは無く、並列的に
協働作業者として扱うべき。

• 共生ないし共進化する相手として捉えるべき。



共生と共進化・微妙な違い
共生の場合

• 共生
• ネガティブな概念として片利共生や寄生も含まれるの

で注意が必要。

• 人間側の能動的な変化を求めるというより、受容的な
態度になりがちなので注意。

• AI 脅威論の正体と人と AI との共生 （栗原 聡 ）
総務省 学術雑誌『情報通信政策研究』 第４巻第２号
https://www.soumu.go.jp/main_content/000740728.pdf

• 人と AI の共生がもたらす社会変容 （栗原 聡 ）
総務省 学術雑誌『情報通信政策研究』 第８巻第１号
https://www.soumu.go.jp/main_content/000982760.pdf

https://www.soumu.go.jp/main_content/000740728.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000982760.pdf


共生と共進化・微妙な違い
共進化の場合

• 共進化
• 動的・能動的な態度主体だが、人間とAIのハイブリッドといった概念も

含まれるので注意。

• 囲碁や将棋の世界で、AIが導入されたことによって人間側の思考回路
も進化している。

• 複数の将棋AI からみた藤井聡太の将棋の特徴
https://cir.nii.ac.jp/crid/1050282813803762048

• 坂無英徳, 村川正宏, 辻井潤一. 人工知能と人間の共進化を目指して. 
電子情報通信学会誌 = The journal of the Institute of Electronics, 
Information and Communication Engineers. 2024;107:391–7. 
https://www.journal.ieice.org/summary.php?id=k107_5_391&year=2024&
lang=J

• Pedreschi, D. et al. Human-AI coevolution. Artificial Intelligence 339, 
104244 (2025). https://arxiv.org/abs/2306.13723

https://cir.nii.ac.jp/crid/1050282813803762048
https://www.journal.ieice.org/summary.php?id=k107_5_391&year=2024&lang=J
https://www.journal.ieice.org/summary.php?id=k107_5_391&year=2024&lang=J
https://arxiv.org/abs/2306.13723


問題の本質
• LLM を人間が使用する言語構造に基づいた「特化型モデル」と考

えると、非常に理解しやすい。

• 人間の言語モデルは厳密には論理的ではなく、ある程度の矛盾
が含まれていても許容される。

• LLMが人間の言語モデルを模倣して文章を構築する場合、CoT プ
ロセス中にも同じシステムが動作するため、ある程度の「矛盾」は
許容されうる。

• 問題は、人間側から見て矛盾が許容できるか、許容できないかを
決める価値観や意味を、機械が同じように扱えるかどうか。

• LLM 内で構築された「閉じた言語モデル」内の関係性（⇒ 収斂進
化の結果）だけでは、人間の真の価値やより深い意味の基準に到
達することはできない （⇒ シンボルグラウンディング問題）

• 特に医療分野で使用される場合、致命的となる可能性がある。



LLMへの問いかけ （その1）

• 大規模言語モデルは、対象となる領域、例えば
「言語」などの記号列に特化するように強化学習し
たAIであって、汎用AIでは無いと考えますが、どう
でしょうか？



LLMへの問いかけ （その2）
• LLMが人間の使用している言語構造に基づいた特化型モ

デルだとすれば、下記の考えは正しいでしょうか？
＝＝＝
人間の言語モデルは厳密に論理的ではなく、ある程度の
矛盾を含んでいても許容されます。
LLMは人間の言語モデルを模倣して文章を構築するにあ
たり、CoTの過程にても同じシステムが稼動するため、多
少の「矛盾」が含まれていても許容するのだと思います。
問題は、人間側にとって許容可能な矛盾なのか許容不可
能な矛盾なのかの価値観や意味について、機械側が同様
に扱いうるかどうか？にあると思います。
LLM内部にて構築された「閉じた言語モデル」内部での関
係性のみでは、人間側の価値観や意味という判定基準へ
と着地できない（記号接地問題）のだと思います。



ChatGPT-4o の回答

• https://chatgpt.com/share/67efb58d-253c-
8005-85e6-9eef22c0fa2d

https://chatgpt.com/share/67efb58d-253c-8005-85e6-9eef22c0fa2d
https://chatgpt.com/share/67efb58d-253c-8005-85e6-9eef22c0fa2d


Claude 3.7 Sonnetの回答

• https://claude.ai/share/d255ca90-8ab5-406f-
a8f7-84d48ce45286

https://claude.ai/share/d255ca90-8ab5-406f-a8f7-84d48ce45286
https://claude.ai/share/d255ca90-8ab5-406f-a8f7-84d48ce45286


Gemini 2.0 Flashの回答

• https://g.co/gemini/share/2e34ad75855e

https://g.co/gemini/share/2e34ad75855e
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